
（自然増の確保・社会減の抑制）

3

事業名 総合検診（特定健診）事業

取り組み 特定健診・特定保健指導の実施

内
容

国民健康保険の被保険者に対する、特定健診の実施及び受診者に対する特定保健指導を実施し
た。平成27年度の健診受診率は34.1％と横ばいであったが、特定保健指導実施率72.0％と前年
度に比べて1.4ポイント増加した。

改
善
点

平成28年度は、健診受診率の向上を図るため、5月と9月に強化月間を設け関係各課に協力を要
請し、受診の促し声掛けを行った。

肥満対策健康講演会の開催

内
容

肥満は様々な生活習慣病の要因となることから、肥満対策の一環として、肥満予防に関する健
康講演会を開催した。

改
善
点

平成27年度は、栄養・食生活の視点からの管理栄養士による健康講演会を開催したが、平成28
年度は運動に視点をあて、健康運動指導士による家庭で実践出来る運動についての健康講演会
を開催した。

指標 肥満者の割合（特定健診受診者）

現況値

目標値

浦添市まち・ひと・しごと創生総合戦略 進捗管理シート

担当課

戦略3　出産、子育てにやさしく、健康に過ごせるまちを目指す

戦略（３）-３　健康寿命の延伸に向けた各種取組の推進

3660内線健康部　健康づくり課

戦略

　　2015年度　　 男 43.2％ / 女 31.5％

男 40％ / 女 27％

男 44％ / 女 29.9％

（社会増の確保） （社会減の抑制）

2014年度

2020年度

人口ビジョンにおける目指すべき将来の方向

安心して結婚・出産、子育
てできるまちに

1
人々が集まり、住みたくな
るまちに

2
長く住み続けられる住みよ
いまちに

3

目標値達成に向けての取り組み

1

事業名 健康対策事業

取り組み 3㎏減量市民大運動における健康チャレンジ手帳の配布

内
容

肥満予防と減量に取り組む市民及び在勤者に対し、日々の体重管理及び健康管理のツールとし
て役立ててもらえるよう健康チャレンジ手帳を配布し、3か月後に取り組みの成果を確認してい
る。平成27年度は370名の市民が健康チャレンジに参加した。

改
善
点

健康チャレンジ手帳を配布したものの、継続できない方、もらったことを忘れてしまう方も多
いことから、平成28年度は目標の明確化を図り、動機づけ強化を行った。

2

事業名 健康対策事業

取り組み



Ａ： Ｄ：

Ｂ： Ｅ：

Ｃ： Ｆ：一部進行している。 その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

進捗状況説明

課題は多いものの、目標値の達成に向けて、各種健康づくり事業の強化を図っているほか、各課との
連携を進める等、目標達成に向けての取り組みが進行してきている。

目
標
値
達
成
に
向
け
て
今
後
の
展
開

解決すべき課題・改善すべき点

・市民の健康づくりには、主管課だけでなく、全庁的な取り組みや市民の参画が必要となって
いる。
・肥満をはじめとする生活習慣病の予防、健診受診率の向上が課題となっている。

今後の取り組み

・健康づくり推進に向けた、全庁的な取り組みを強化する。
・市民を巻き込んだ、市民参画型の健康づくりの推進。

市内自治会や関係機関の代表等から構成される、健康づくり推進協議会を年2回開催したほか、健康
講演会等、保健事業開催時に、アンケートを実施し健康づくり事業に反映するようにしている。

目標値に向けての進捗状況（平成27年度の実績に対する担当課の自己評価）

順調に進行している。 進行しているとはいえない。

概ね進行している。 後退している。

目標値達成に向け、他課（庁内）や他団体（庁外）との連携を意識したか。（平成27年度）

平成27年度においては、健康課題の共有及び、健康づくりの推進を強化することを目的に、庁内連携
説明会を開催した。

目標値達成に向け、情報収集・分析を意識したか。（平成27年度）。

特定健診結果のデータを活用し、メタボリック・シンドローム（内臓脂肪症候群）や生活習慣病等有
所見者を把握し、本市の保健事業の取り組み、評価等を行っている。

目標値達成に向け、市民意見の反映を意識したか。（平成27年度）。

所見（コメント）

・指標の「肥満者の割合（特定健診受診者）」について、2015年度の実績は前年度より男性は減少、
女性は増加となっています。
・今後は「浦添市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会」の委員意見であったとおり「肥満者が増
加傾向にある年齢層に対して周知を強化する」「小中学生など年少時から健康に対する意識付けを行
う」「企業との連携」について努めてください。


